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大月市における霊場信仰・続 大月市の地名　井上　豊

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

七
【
写
し
観
音
霊
場
】

　
　
　
　
　
　
　
続
き
…

地
蔵
王
像

十
二
観
世
音

毘
沙
門
天

大
日
如
来

薬
師
尊

千
手
千
眼
大
士

釈
迦
如
来

薬
師
座
像

地
蔵
願
王
尊

不
動
明
王

十
一
面
観
自
在

五
鬢
文
珠
尊

不
空
羂
索
菩
薩

准
胝
観
世
音

稲
荷
明
神

大
日
座
像

 

市
内
に
残
さ
れ
て
い
る

石
碑
や
石
像
仏
な
ど
を
通

し
て
、
私
た
ち
の
先
人
が

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
霊
場

信
仰
に
か
か
わ
っ
て
き
た

か
、
関
西
や
坂
東
、
秩
父

の
遠
方
ま
で
多
く
の
人
が

旅
に
出
て
、
そ
の
信
仰
心

を
全
う
し
た
こ
と
が
、
供

養
碑
な
ど
か
ら
読
み
と
れ

る
。

　
そ
の
裏
に
は
、
幾
多
の

苦
難
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
片
鱗
さ
え
見

ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
　

西
国
や
坂
東
、
秩
父
の
霊

場
に
行
け
な
い
人
々
の
た

め
に
、
郡
内
の
観
音
霊
場

が
設
立
さ
れ
、
郡
内
人
の

信
仰
心
に
大
き
く
寄
与
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
そ
れ
さ
え
も
困
難
な

婦
女
子
や
老
人
、
病
弱
な

人
々
の
た
め
に
、
写
し
観

音
霊
場
が
強
瀬
の
妙
見
山

と
初
狩
の
観
音
山
に
設
立

さ
れ
、
大
い
に
寄
与
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
　

　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ

と
共
に
両
写
し
観
音
霊
場

は
忘
れ
ら
れ
て
、
訪
れ
る

人
の
姿
が
見
れ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

【
　
は
じ
め
に
　
】

　
「
大
月
市
の
地
名
」
に

つ
い
て
、
前
回
一
〇
〇
選

と
い
う
こ
と
で
区
切
り
を

つ
け
ま
し
た
が
、
「
地
名

に
興
味
が
で
て
き
た
」
、

「
も
っ
と
地
名
に
つ
い
て

知
り
た
い
」
と
い
う
要
望

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
の

で
、
続
編
と
し
て
い
く
つ

か
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
と

重
複
す
る
点
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
視
点
を
変
え

て
分
析
や
考
察
を
加
え
て

み
ま
し
た
。

　
ま
た
ク
イ
ズ
形
式
で
地

名
の
読
み
方
に
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
出
題

し
て
み
ま
し
た
の
で
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
地
名
に
関
心
を
も
た
れ
、

地
名
を
大
事
に
後
世
に
伝

え
て
い
く
気
持
ち
が
よ
り

多
く
の
人
々
に
も
た
れ
た

ら
幸
い
と
思
い
続
編
を
構

成
し
て
み
ま
し
た
。

＊
ク
イ
ズ
一
＊

　
次
は
、
大
月
の
市
内
に

あ
る
地
名
で
す
。
い
く
つ

読
め
る
か
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

一
、
沢
頭
（
真
木
）

二
、
辺
堀
（
朝
日
小
沢
）

三
、
寒
現
橋
沢
（
初
狩
）

四
、
幕
暗
（
猿
橋
）

五
、
湯
立
場
（
藤
崎
）

六
、
運
庭
土
（
藤
崎
）

七
、
神
戸
北
（
初
狩
）

八
、
黄
楽
窪
（
大
月
）

九
、
万
代
原
（
宮
谷
）

十
、
青
木
原
（
真
木
）

一
、
イ
）
サ
ワ
ガ
シ
ラ

　
　
ロ
）
タ
ク
ト
ウ

　
　
ハ
）
サ
ワ
ン
ド

　
　
ニ
）
サ
ワ
ア
タ
マ

二
、
イ
）
ヘ
ン
ボ
リ

　
　
ロ
）
ナ
ベ
ボ
リ

　
　
ハ
）
ヘ
ン
ク
ツ

　
　
ニ
）
ナ
ベ
ク
ツ

三
、
イ
）
カ
ン
ゲ
ン
ハ
シ
サ
ワ

　
　
ロ
）
カ
ゲ
ハ
サ
ワ

　
　
ハ
）
カ
ン
バ
サ
ワ

　
　
ニ
）
サ
ム
ゲ
ン
バ
シ
サ
ワ

四
、
イ
）
ボ
ア
ン

　
　
ロ
）
ク
ラ
ヤ
ミ

　
　
ハ
）
ク
レ
ア
ン

　
　
ニ
）
ボ
ク
ラ

五
、
イ
）
ユ
タ
ツ
バ

　
　
ロ
）
ト
ウ
リ
ツ
バ

　
　
ハ
）
ユ
タ
ン
ド

　
　
ニ
）
ユ
リ
ツ
バ

六
、
イ
）
ウ
ナ
イ
ド

　
　
ロ
）
ウ
ン
テ
イ
ド

　
　
ハ
）
ウ
テ
イ
ド

　
　
ニ
）
ウ
ン
テ
イ
ツ
チ

七
、
イ
）
コ
ウ
ベ
キ
タ

　
　
ロ
）
カ
ン
ベ
キ
タ

　
　
ハ
）
ゴ
ウ
ド
キ
タ

　
　
ニ
）
カ
ン
ベ
ホ
ク

八
、
イ
）
コ
ウ
ラ
ク
ク
ボ

　
　
ロ
）
キ
ラ
ク
ク
ボ

　
　
ハ
）
コ
ウ
ガ
ク
ク
ボ

　
　
ニ
）
ケ
サ
ダ
ク
ボ
　

九
、
イ
）
マ
ョ
ハ
ラ

　
　
ロ
）
バ
ン
ダ
イ
ハ
ラ

　
　
ハ
）
マ
ン
ザ
ハ
ラ

　
　
ニ
）
マ
ダ
イ
ハ
ラ
　

十
、
イ
）
ア
オ
キ
ハ
ラ

　
　
ロ
）
ホ
オ
キ
バ
ラ

　
　
ハ
）
オ
オ
キ
バ
ラ

　
　
ニ
）
セ
イ
キ
バ
ラ

＊
古
代
の
大
月

　
縄
文
か
ら
弥
生
の
こ
ろ
、

こ
の
大
月
の
地
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
手
が
か
り
に
な
る
も
の

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
　

　
し
か
し
考
古
学
的
な
発

掘
等
に
よ
っ
て
、
土
器
の

出
土
状
況
を
み
る
と
、
私

た
ち
の
先
祖
が
こ
の
地
で

確
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
宮
谷
に
縄
文

期
の
住
居
跡
が
残
っ
て
い

る
こ
と
、
初
狩
の
原
平
遺

跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
出
土

し
た
立
派
な
土
器
等
を
見

て
も
、
私
た
ち
の
先
祖
が

遠
い
縄
文
の
時
代
に
か
な

り
高
度
な
文
化
を
こ
の
地

で
築
き
な
が
ら
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
た
こ
と
を
知

る
。

　
稲
作
が
導
入
さ
れ
る
前

の
畑
作
は
焼
畑
な
ど
に

よ
っ
て
、
麦
、
ア
ワ
、
ヒ

エ
、
キ
ビ
な
ど
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
。
サ
ス
や
ソ
ウ

リ
は
そ
の
頃
の
名
残
を
示

す
地
名
で
あ
る
。

　
山
や
川
の
形
状
は
昔
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
唯
一

の
物
的
証
拠
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
悠
久
の
時
の
流
れ

の
中
で
、
こ
の
自
然
も
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
こ

と
は
容
認
せ
ざ
る
を
得
な

○79
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○16

沢頭（真木）

原平（初狩）

続
　
大
月
市
の
地
名



続 大月市の地名　　井上　豊
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写真を持っている方を探しています。
もし持っている方で、写真を貸して
下さる方がいましたら下記の電話番
号までお知らせ下さい。ご協力宜し
くお願い致します。

　　　　　　　住まいル新聞編集部
　　　　　　　　TEL：0554-22-2500

提供者募集

地名の由来

は
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
時
々
に
生
き
た
私
た
ち

の
先
祖
が
、
生
活
と
交
易
の

中
で
公
共
の
目
印
や
目
標
点

と
し
て
の
地
名
を
生
み
出
し

た
智
恵
を
尊
び
た
い
。
生
き

る
た
め
、
交
易
す
る
た
め
に

数
百
キ
ロ
の
地
点
ま
で
交
流

交
易
し
た
こ
と
が
検
証
さ
れ

て
い
る
。
地
名
は
そ
の
地
に

生
き
る
人
た
ち
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
部
外
者
に
と
っ

て
も
重
要
な
目
印
と
な
る
地

点
で
あ
っ
た
。

一
【
山
に
か
か
わ
る
地
名
】

 

山
は
川
と
共
に
古
代
の
様

相
を
い
ま
に
伝
え
る
き
わ
め

て
確
か
な
存
在
で
あ
る
。
何

十
万
年
も
前
、
地
球
生
成
の

躍
動
の
時
を
経
て
形
づ
く
ら

れ
た
古
代
の
形
状
を
今
に
伝

え
る
唯
一
の
存
在
で
あ
る
。

山
裾
の
ひ
だ
は
褶
曲
と
冷
却

の
結
晶
で
あ
る
。
悠
久
の
時

の
流
れ
の
中
で
、
山
は
草
や

樹
木
の
生
成
に
よ
っ
て
今
の

様
相
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

古
代
の
人
々
は
、
山
の
神
秘

や
荘
厳
さ
に
む
か
っ
て
謙
虚

な
祈
り
を
捧
げ
て
、
恵
み
の

慈
悲
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

ヤ
マ
の
呼
称
が
ほ
と
ん
ど
で

六
九
、
サ
ン
の
名
称
が
十
一
、

タ
ケ
が
一
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
区
分
け
は
不
分
明
で
あ

る
が
、
ヤ
マ
は
大
和
こ
と
ば

で
、
サ
ン
と
タ
ケ
は
渡
来
系

の
人
々
が
強
調
し
た
呼
称
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

私
た
ち
の
祖
先
は
渡
来
人
と

の
融
和
、
融
合
の
中
で
地
域

の
生
成
と
発
展
を
と
も
に
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

 

イ
）
ヤ
マ
・
・
向
山
・
上

之
山
・
小
山
（
笹
子
）
・
小

山
・
山
田
和
・
向
山
・
山
中

沢
・
近
ヶ
坂
山
（
初
狩
）
・

浦
山
・
仲
山
（
大
月
）
・
峰

山
・
松
山
（
花
咲
）
・
小

山
・
原
上
山
・
前
沢
山
・
上

ノ
山
・
柴
子
山
・
中
山
・
梅

久
保
山
（
真
木
）
・
奥
山

（
奥
山
）
・
沖
峯
山
・
向

山
・
峯
山
・
下
井
山
・
山

下
・
上
井
山
（
畑
倉
）
・
西

山
・
山
下
（
強
瀬
）
・
穴
観

音
山
・
百
蔵
山
・
金
山
・
遠

山
（
下
和
田
）
・
麓
山
・
山

下
・
峯
山
（
瀬
戸
）
・
寺

山
・
秋
日
山
・
向
山
・
上

山
・
山
口
・
大
葉
山
（
猿

橋
）
・
山
岸
・
片
山
・
山
ノ

根
・
城
ノ
山
（
藤
崎
）
・
大

栗
山
（
殿
上
）
・
山
ノ
神
戸

（
小
沢
）
・
上
ノ
山
（
小

篠
）
・
向
山
・
西
山
・
扇
山

（
鳥
沢
）
・
下
山
王
・
白

山
・
小
山
・
松
山
・
扇
山
・

上
山
王
・
山
梨
・
小
山
久

保
・
峰
山
（
宮
谷
）
・
山

中
・
下
山
・
上
ノ
山
・
上
山

（
塩
瀬
）
・
山
伏
下
（
立

野
）
・
裏
山
（
綱
ノ
上
）
・

下
山
保
呂
・
裏
山
（
新
倉
）

 

ロ
）
サ
ン
・
・
林
宝
山

（
大
月
）
・
高
尾
山
道
上
・

高
尾
山
道
下
（
真
木
）
・
岩

殿
山
（
岩
殿
）
・
お
く
さ

ん
・
お
く
さ
ん
正
沢
・
お
く

さ
ん
穴
あ
き
・
お
く
さ
ん
用

沢
入
・
お
く
さ
ん
ニ
カ
イ
谷

（
奈
良
子
）
・
山
谷
・
山
谷

上
林
（
鳥
沢
）

 

ハ
）
タ
ケ
・
・
南
風
岳

（
小
篠
）

二
【
川
に
か
か
わ
る
地
名
】

　
水
は
生
活
に
と
っ
て
必
須

の
要
件
で
あ
る
。
そ
の
水
を

供
給
し
て
く
れ
る
の
が
カ
ワ

で
あ
る
。
イ
ズ
ミ
も
イ
ド
も

あ
る
が
本
来
的
に
は
サ
ワ
ミ

ズ
そ
し
て
カ
ワ
か
ら
の
給
水

で
あ
る
。
沢
や
谷
、
カ
ワ
の

周
辺
に
人
々
は
居
住
し
生
活

圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ

の
跡
を
地
名
で
た
ど
っ
て
み

る
と
…

　
イ
）
カ
ワ
・
・
川
向
・
川

久
保
（
初
狩
）
・
川
久
保

（
大
月
）
・
川
久
保
（
真

木
）
・
川
隣
（
強
瀬
）
・
川

久
保
（
淺
川
）
・
カ
ワ
ト
ウ

リ
（
林
）
・
川
ツ
畑
（
瀬

戸
）
・
川
越
草
履
（
藤

崎
）
・
川
能
戸
横
道
上
・
川

能
戸
横
道
下
（
殿
上
）
・
川

志
久
保
（
小
沢
）
・
川
除

（
塩
瀬
）

・
・
前
川
・
白
野
川
向
（
笹

子
）
・
小
佐
ノ
川
・
八
ッ
田

川
・
西
川
向
・
高
川
山
（
初

狩
）
・
下
川
戸
（
花
咲
）
・

下
川
（
奥
山
）
・
下
川
（
畑

倉
）
・
小
俣
川
（
瀬
戸
）
・

淺
川
（
猿
橋
）
・
横
川
（
朝

日
小
沢
）
・
下
川
戸
・
上
川

戸
・
添
川
戸
（
宮
谷
）
・
天

神
川
（
塩
瀬
）
・
栃
川
（
新

倉
）

　
ロ
）
カ
ワ
ラ
・
・
川
原

田
・
川
原
ザ
ス
（
真
木
）
・

カ
ワ
ラ
サ
ス
（
林
）

・
・
立
川
原
・
立
川
原
東

（
初
狩
）
・
中
川
原
（
真

木
）
・
中
川
原
（
岩
殿
）
・

井
山
川
原
（
畑
倉
）
・
向
川

原
（
強
瀬
）
・
東
川
原
（
淺

川
）
・
田
川
原
（
猿
橋
）
・

下
河
原
（
殿
上
）
・
江
戸
川

原
・
田
川
原
（
小
沢
）
・
小

川
原
・
押
出
川
原
（
宮
谷
）

ハ
）
カ
ワ
・
・
河
上
沢
（
猿

橋
）
・
下
河
原
・
越
岡
下
河

原
（
初
狩
）

ニ
）
ミ
ズ
・
・
ミ
ズ
ヒ
・
水

ア
ビ
ト
（
塩
瀬
）
・
清
水

（
大
月
）

　
川
は
弥
生
時
代
に
な
り
稲

作
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
す
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初

に
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
サ

ワ
、
ハ
ラ
、
ク
ボ
の
サ
ワ
が

大
月
の
地
形
的
な
様
相
だ
け

で
な
く
、
こ
の
地
で
生
き
て

い
く
た
め
に
は
縄
文
、
弥
生

の
時
代
か
ら
ミ
ズ
を
有
効
に

利
用
し
活
用
す
る
こ
と
で
私

た
ち
の
先
祖
は
生
き
て
き
た

の
で
あ
る
。
河
の
文
字
が
三

か
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

広
い
狭
い
と
い
う
厳
密
な
感

覚
で
の
使
用
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　
七
月
号
へ
つ
づ
く
…

扇山（鳥沢）

下河原（猿橋）
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